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研究成果の概要（和文）：質問紙調査及び個別事例をとおして、障害者の父親の生活意識を明ら

かにすることができた。 

 

研究成果の概要（英文）：A questionnaire and one example survey was used to investigate 

the awareness of the fathers of the Intellectually handicapped with the regard to the 

care. 
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１．研究開始当初の背景 

過去、障害児家族に対する調査は、主に障

害児と母親の親子関係に焦点が当てられ実

施されてきた。それは、母親の育児意識やス

トレス問題の調査報告、母親の悩みの軽減を

目的としたケースワークの事例などの文献

報告に見られた。このような傾向の背景には、

子どもの主たる養育者が母親であり、障害児

家族の心理的安定には、母親のストレスの軽

減が重要であるという考えが存在するので

はないかと思われる。一方、障害児の父親に

ついては、子育ては母親に任せているなどの

理由により、過去、父親の調査の拒絶によっ

て、調査の実施が困難であった点が指摘され

ている。そこで、障害児の父親は、お金を稼

ぐ経済的支援者として役割を担っていると

考えられてきた。しかし、今日、核家族化が

進む現代社会等のなかでは、障害児の育児に

対しては、父親や地域からの協力を得なければ、

母親の力だけでは、障害児家族の生活上の問
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題解決は困難になってきている。近年、発達障

害児の母親の育児ノイローゼによる子どもの殺

害事）を考えると、父親の育児への協力は不可

欠であると言えよう。 

以上の様な研究背景のなかで、障害者の父

親の生活意識を検証することにした。 

 

２．研究の目的 

本研究では、障害者の父親の育児意識のみ
ならず、父親の職場での状況、社会に対する
気持ちや行政への期待など社会生活に密着
した質問項目を含め、障害者の父親の意識を
明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 調査は、障害者の父親の意識を把握するた

めの質問紙調査を実施した。質問紙調査は、

調査協力の承諾を得た施設および団体の代

表を通して配布した。またその回収には各施

設および団体に留置きによる回収と返信用

封筒を用いた郵送法の併用にて行った。そし

て、東京都、兵庫県、山口県などの知的障害

者育成会、知的障害者施設に配布をした。配

布部数は 550 部、回答者の居住地域は 32 市

町村であった。その結果、342 名から回答を

得た。質問紙による調査項目は、（1）対象者

属性（年齢、職業、妻の職業の有無、居住場

所）（2）子どもの障害についての告知、（3）育児

と家事の問題、（4）学校・社会的活動、（5）職場

での状況、(6) ストレスの解消、（７）障害児を持

ったことによる良い点・辛い点、（8）死後の問題、

（9）社会に対する気持ち、（10）行政への期待、

であった。 

４．研究の成果 

342 名の父親(34 歳～81 歳)から回答を得た。

年齢は、50 歳代以上 275 名（66.5％）であっ

た。職業は、サラリーマンが 145名（42.6％）、

自営業が 49 名（14.4%）であった。220 名

（66.5%）の妻は働いていなかった。障害程

度は、重度が 236 名（72.0%）と最も多かっ

た。障害の子どもの年齢は、216 名（74.2%）

が 19 歳から 49 歳まであった。 

（1）子どもの障害についての告知 

 ①子どもの障害を知ったときの気持ち 

 9割が「ショックである」と回答していた。 

 ②子どもの障害についての診断後、妻と障害

について話しをしたか。 

 「話しをした」289名（88.1％）となり、９割弱は妻

と子どもの障害について話をしていた。 

（2）育児と家事の問題 

  ①子どもの育児について妻と話しをしたか。 

「話をした」が 270 名（81.6％）であり、8

割は「話をした」と回答していた。 

②日頃、障害のある子どもの育児への参加。 

「参加している」207 名（62.8％）、「参加

していない」124 名（37.4％）であり、6 割

は、育児に参加していた。 

③日頃、家で妻の家事の手伝いをするか。 

「手伝いをする」173 名（52.4％）、「手伝

いをしない」157 名（47.6％）の回答状況

であった。 

（3）学校・社会的活動 

①子どもの学校行事などの参加。 

「参加する」224 名（67.0％）、「参加しな

い」110 名（33.0％）であり、７割弱は学校

行事に参加していた。 

②知的障害者育成会活動に参加するか。 

「参加しない」203 名（60.7％）、「参加す

る」131 名（39.2％）、6割は知的障害者育成

会活動に参加していなかった。 

（4）職場での状況 

①子どもの障害について知った後、落ち着い

て仕事ができたか。 

「普通に落ち着いてできた」 168 名

（51.3％）、「あまり落ち着いてできなかっ

た」111 名（33.9％）、「仕事が手につかなっ

た」36名（11.0％）という回答状況であった。 

②職場で障害児について同僚（上司）に話を

したか。 



 

 

「話をした」206 名（63.8％）、「話をしなかった」

117名（36.2％）で、あった。 

（5）ストレスの解消 

①ストレスの解消方法 

「妻との会話」の回答が最も多く、次いで「趣

味に没頭する」の回答が多かった。 

（6）障害児を持ったことで良い点・辛い点 

①障害児を持たれて良い点 

（a）障害児を持たれて良いことがあったか。 

 「あった」218 名（67.1％）、「なかった」107 名

（32.9％）で、6 割強が良いことがあったと回答

した。 

（b）良いことの理由 

「他の障害児家族や多くの人々と知り合えた」

が最も回答数が多く、次いで「人の優しさを知る

ことができた」「人間の尊厳について考えるように

なった」の回答の順であった。 

③障害児を持たれて辛かった点 

（a）障害児を持たれて辛かったこと 

「あった」280 名（87.6％）、「なかった」40 名

（12.5％）で、8割強が辛いことがあった。 

（b）辛かった理由 

  「周囲の冷たい視線や無理解を感じた」の回

答数が最も多く、次いで「子どものしつけで悩ん

だ」、「家族での外出が制限された」などの回答

の順であった。 

（7）死後の問題 

①死後、心配すること 

「障害児の世話」223 名（69.8％）、「妻のこと」

44 名（13.2％）で、7 割弱が死後「障害児の世

話」を心配していた。 

(9)社会に対する気持ち 

①社会は障害者に対して冷たいと思うか。 

「思う」234 名（74.5％）、「思わない」80 名

（25.5％）で、7 割は社会が障害者に対して「冷

たい」と感じていた。 

②社会に対して援助などを期待している。 

「思う」226 名 (72.7％ )、「思わない」85 名

(27.3％)で、7割は社会に対して援助などを期待

していた。 

（10）行政への期待 

 ①経済的保障 

「期待する」が 284名（93.2％）で、9割は、経

済的保障を期待していた。 

②障害者の働く場所の確保 

「期待する」が 275 名（90.5％）で、9 割は障

害者の働く場所の確保を期待していた。 

 ③母親の働く場所の確保 

 「期待をする」が 165 名（57.5％）、「期待をし

ない」が 122名（42.5％）で、6割弱が母親の働

く場所の確保を期待していた。 

(11)研究の考察 

調査結果から、障害者の父親の意識が明らか

にされた。それによると、9 割の障害者の父親は、

子どもの障害についての診断を告知されたとき、

ショックを受けていた。しかし、そのうちの 5 割が

落ち着いて仕事ができたと回答していた。これら

の父親は落ち着いて仕事ができたとしても、心

の中はそのショックの気持を抑えて、仕事をして

いたのではないかと考えられる。 

家事について、半数は家事に協力し、９割強

が、妻が病気になった場合困る理由として「家

事」をあげていた。今後、父親は育児だけでなく、

炊事や洗濯などの「家事」も積極的に協力して

行くことが必要とされよう。   

3 割弱の障害者の父親は妻との会話を持つこ

とでストレスを解消しており、家族内での繋がり

は強い傾向がみられた。8 割の父親が育児につ

いて妻とよく話をし、6割は育児や学校行事に参

加し、妻に対しては協力的であった。これは、本

調査の父親や知的障害児の年齢が、ある程度、

高くなっていることも影響しているのではないか

と考えられる。父親の 7 割が 50 歳以上、子ども

の年齢も 7割が 19歳～49歳の成人に達してお

り、夫婦ともに障害の子どもの問題などをある程

度、解決し、乗り越えてきたので、より協力的な



 

 

夫婦関係になっていると考えられる。 

多くの父親が、社会は障害者に対して冷たい

と感じていた。それは、7 割の父親が「社会は障

害者に対して冷たい」と回答していたことから理

解できよう。これは、父親を含めて障害者家族が、

過去、社会のなかで、障害者のことで差別的体

験をしてきたことが影響しているのではないかと

思われる。それは、8 割の父親が障害児を持っ

て辛いことがあったと回答し、137 名（27.8％）が

その理由として「周囲の冷たい視線や無理解を

感じた」とあげていることからも理解できよう。しか

しながら、父親は社会が障害者に冷たいと感じ

たとしても、障害のある子を持ったことに対して

は、6割が良いことがあったと回答していた。そし

て、その理由として、「他の障害児家族や多くの

人々と知り合えた」と「人の優しさを知ることがで

きた」などの肯定的な面を述べていた。このよう

に、父親は、障害児を持ったことで、社会は障害

者に対して冷たいと感じていたものの、他の

人々との関わりにおいて好ましい体験をしてい

た。 

9 割の父親は、行政に経済的保障を期待し

ていた。自由記述欄のなかで、「誰も、社会も

金銭的に助けてくれない。家計も苦しいし、身

体も介護でボロボロである」（10 歳の重複障害

児の 42 歳の父親）と述べていた。一方、別の

父親は、「障害者自立支援法によって、家族の

負担だけ増えた。何とか変えて欲しい」（34 歳

の自閉症の娘の 65 歳の父親）と述べていた。

この回答結果の背景には、障害者家族の困難

な経済的な事情もあると思われる。 

次に 9 割の父親は、行政に対して障害者の

働ける場所の確保を期待していた。父親は、障

害者に対しても働くことで社会に貢献する、あ

るいは充実した毎日の生活を期待しているの

であろう。また、母親に対しては、5 割が働く場

所を期待していた。これらの父親は、障害者の

世話に追われながらも、母親にも社会の一員と

して働く場所を行政に期待していると思われる。 
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